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宋元版大藏經硏究
池　麗梅［著］（国際仏教学大学院大学教授） B5 判，上製，752 頁　定価：本体 14,300 円（税込）

2026 年 3月刊行北宋から元代にかけて成立した諸蔵の現存状況、雕造史、伝播と影響、近現代
における研究史を整理、さらにケーススタディを通じて、東部ユーラシアにお
ける刊本大蔵経の受容と展開を跡付け、その包括的研究に新たな地平を拓く。

序論　東部ユーラシアの中の「宋元版大藏經」
第一節　宋元版大藏經硏究の基盤資料／第二節　宋元版大藏
經に關する硏究の槪觀／第三節　本書の三部構成と宋元版大
藏經の三期區分／まとめ

【第一部】北宋・契丹の刊本大藏經――北中南三系統の形成

第一章　開寶藏――中原王朝の官版大藏經
第一節　開寶藏の遺品とその分析／第二節　開寶藏雕印の歷
史／第三節　開寶藏の傳播／第四節　開寶藏の影響――轉寫
と覆刻／第五節　開寶藏の目錄と全體構成

第二章　契丹藏――北方王朝の官版大藏經
第一節　契丹藏を傳える史料とそれらに基づく先行硏究／第
二節　契丹藏の發見とその後の硏究／第三節　契丹藏のテキ
スト内容の復原――高麗再雕藏の校勘記を手掛かりとして／
第四節　契丹藏の目錄と全體構成／

第三章　福州藏――江南の私版大藏經
第一節　福州藏の現存狀況／第二節　福州藏の硏究史／第三
節　福州藏の初雕史／第四節　福州藏の初雕期における問題
點の檢討

【第二部】南宋・金・モンゴル帝國期の刊本大藏經
――南北二系統の竝立

第一章　金藏――新たな北方系統大藏經の形成
第一節　金藏の現存狀況／第二節　金藏の雕造史／第三節　
現存する金藏の來歷とその底本／結　び

第二章　思溪版大藏經――南宋初期に誕生した江南大藏經
第一節　思溪藏の現存狀況／第二節　思溪藏の雕造史／第三
節　思溪藏の硏究史／結　び

第三章　福州藏――南宋時代における補雕と續雕
第一節　南宋時代における福州藏の補雕／第二節　南宋時代
における福州藏の續雕／結　び

【第三部】元代の刊本大藏經――南北二系統の融合

第一章　弘法藏として生まれ變わった金藏
第一節　「弘法藏」の硏究史／第二節　「弘法藏」とは何か／
結　び

第二章　元代の江南大藏經――普寧藏の誕生と國内外への
傳播
第一節　普寧藏の現存狀況／第二節　普寧藏の雕造史／第三
節　普寧藏の傳播／結　び

第三章　元官版大藏經――南北融合型の大藏經の誕生
第一節　元官藏の現存する傳本／第二節　元官藏の槪要とその
先行硏究／第三節　成簣堂文庫所藏の元官藏／結　び

參考文獻／初出一覽／宋元版大藏經年表／索　引／あとがき

【著者略歴】東京大学大学院博士後期
課程修了。博士（文学）。現在、国際
仏教学大学院大学仏教学研究科教授。
専門は中国中世仏教史、大蔵経史の研
究。〔主要業績〕『唐代天台復興運動研
究序説――荊渓湛然とその『止観輔行
伝弘決』』（大蔵出版、2008 年）。『石山
寺一切経本『続高僧伝』巻八――翻刻
と書誌学的研究』（鶴見大学仏教文化
研究所、2014 年）など。


